
羅
解
叢

.
.
庭

園

都

市

に

就

い

て

:
・.…

…
.…

・…

…

・…
注
學
博
士

支

那

投

資

の

国

際

的

共

同

L
.…
.・.・。-
…
・…

-
法
學
愴
士

住

居

税

と

公

準

負

推

…

・…
・…
…

・-
…

…
,・.注
學
博
士

肚

會
一政

策

よ

り

湘観
た

ろ
我

国

の

財

政
　…

…
法
學
博
士

人

糞

尿

の
國

盆

…
…
…
…

…
-
…

:
…
・…

・…
-
注
學
博
士

マ
ル
ク
ス
・
唯
物
史
観

翻

生
産
・
嚢

…
.法
學
里

植

民

地

の
労

働

政

策

…

…
…
…
…
…
…
.・…
・..法
學
博
士

ペ

ン
チ

ー

の
組

合

肚

會
7正

義

論

…
…
…
…
…
注
學
榑
士

明

治

の
米

債

調

節

-
ン
…

…

・・…

-
・-
・・注

學

士

海

運

と

国

民

脛

濟

…
…

・.・・…
…

…

-
…
.…
...
法

學

士

最

近

の

出

産

率

減

少

に

就

い

て

・.・.・・…
…

文

學

士

田

島

錦

治

戸

田

海

市

神

戸

正

雄

、

小

川

郷

太

郎

財

「部

静

治

河

、
上

筆

山

本
美

越

乃

河
.、田

嗣

郎

本

庄

榮

治

郎

小

魚

昌

太

郎

高

田

保

馬

卜

㌧



'

経

済

論

叢

第
九
巻

第

一
號

謹
書

四
夷

鯵

大

正

入
年

老

月
獲

行

庭

園

都

市

に

就

て

第

一
節

君
民
催
樂
の
庭
園
都
市
.
田

島

錦

治

コ

レ

ほ

『
住
め
は
都
」
ε
は
誰
}知
ら
ぬ
音
な
き
我
国
の
諺
な
り
支
那
上
」百
の
詩

に

『
郭
蝕哉
千
里
、
惟
民

所
レ止
』

ご
あ
る
ご

恰
も
符
節
を
合
せ
た
る
如

し
此
詩
は
.詩
経
商
頒
玄
鳥

の
篇
中
に
在

る
何
に
て
大
學
に
も
引

か
れ
頗

る
人
口
に
膾
炙

ミ
ヤ

コ

す
朱
註
に

『
邦
畿
は
王
者
の
都
』
ピ
あ

り
さ
れ
は
邦
畿
は
邦
語
の
ミ
ヤ
コ
に
當
る
即

ち
ミ
ヤ
コ
倣
宮
庭

の
義

に
て

帝
王
の
宮
殿

の
在

る
土
地
を
謂
ひ
古
歌

に

「
大
宮
こ
こ
ろ
」

&
あ

る
は
是
な
り

よ
う
つ
爵

号

も
あ
か
め
や
み
よ
し
.の
寒

き
つ
津
内
の
大
宮
差

ろ
(纏

摩

麗

ら
で
)

み
へか
の
原
ふ
尭

い
の
野

へ
を
き
よ
み
こ
そ
大
宮
と
こ
ろ
さ
な
め
け
ら
し
も

(璃
礫
駄
e
礪
札
ら
す
)

八

郷
畿
は
叉
帝
都
ご
も

い
ふ
古
今
遷
建
に

『
帝
都

天
子
之
居
、
天
子
以
=
四
海

一篇
レ家
、
登
有
=営
庭

一哉
、
惟
其
所

ル

ロ一

三
サ

レ在

、
即

以
爲

レ都

、
故

考

古

以
来
三
皇
五

帝
三

代

各
有

レ仮

レ居

、
都
者
人
之
所
ご
都
會

一云
爾

、

以

二衆

大

一而

庭
園
都
市
に
就
て

,

第
九
巻

ハ第
一
號

三
)

三
.



'

庭
園
都
市

に
就

て
.

第
九
巻

(第

一
號

四

V
.

四

フ

ト
キ
ハ

言

語
二
老
衰
都

一』
ご
あ
り
蓋

し
漢

字

の
都
は

元

ア
ツ
.Y
ル
の
義
を
有

す

さ
れ
は
「
水
所
聚
也
」
(字
彙
補

}
「澤

中

有

レ丘

日
二
都
丘

凹吉

三
鹸
為
所
ご
都
聚

】也
」
(繹
名

}
な

ご

の
註

解
あ
り

こ
れ
よ
り
轄

し
て
人

の
聚
ま

る
所

を
意
味

す

.

ム
ラ

ム
ラ
ヰ

る
に
至
れ
る
鰍
果
し
て
然
ら
ば
漢
字

の
都
は
元
邦
語
の

ム
ラ

(
村
、
群
居
の
義
)
&
同
義

な
る
へ
し
都
の
人
な
る

を
大
都
ε
稠
し
又
京
都
ε
も
京
師

ご
も

い
ふ
京
は
大
を
意
味
し
師
は
衆
.を
意
味
.す
溢
れ
は
京
都
も
京
師
も
共

に
大

都
會

の
事
に
て
衆
民

の
居
住
す
る
所
に
し
て
且
帝
王
の
宮
城
の
在

る
所
を
指
ず
に
至
れ
る
な
り

夫
れ
村
落
か
漸

く
進
化
し
て
小
都

ご
な
り
叉
大
郷
ご
な
り
且
都
會
か
當
に
國
民
文
明
の
中
心

葱
成
す
は
言
語
詩
歌

歴
史

の
共
に
明
讃
す
る
所

な
り
古
歌
に
曰
く

む
か
し
・
そ
な
に
は
解

藷

れ
け
匁

は
琴

墓

婆

・
け
り
纏

募
錘

　

ぶ

ヰ

ナ
カ
　

む

む

　

　
む

む

む

　

　

む

む

む

む

ヰ
ナ
カ
は
田
居

中

の
上
略
な
り

ミ
ヤ

コ
ゼ
は

叉

ミ
ヤ

ビ
ε

つ
め

ヒ
ナ
ゼ
(鄙

俗
)
の
反
射

な

る
都
風
を
意
味

し
都
雅

風
流
文
雅

を
出愚
昧

す

る
に
至
れ

り
恰

も
拉
丁
証
明
の
都

會
【又
は
市
民

を
曹
思
味

す

る

Ω
三
口
ω
よ
り

Ω
菖
r
Ω
<
已
N"
二
〇昌

警
め
語

の
出

て
た

る
に
似
穴

り
叉
前

中
納
官
道
房

卿

の
家
集
夏

の
歌

の
中

に

　

む

む

む

ロ

ほ
ご
、
き
す
青
葉

の
山
に
か

へ
る
ε
も
花

の
み
.や
こ
を
訪
も
ひ
わ
す
る
な

嗚
呼
「
花

の
都
」
何
た
る
優
雅
な
る
語
そ
や
近
年
英
米
の
書
籍
に
雑
誌
に
屡

々

Ω
母
島
O昌
Ω
【囲窃

(
庭
園
都
市

)
な
る

語
を
見

る
竜
其
卑
俗
庖
厨
よ
り
我

の
歌
詞

の
比

に
非

す
憶
ふ
に
上
古
に
在

り
て
君
王
か
其
都
邑
を
奨
む
る
や
第

一

に
外
敵
に
野
す
る
防
禦
上
最

も
通
常

の
地
熱
を
ト
し
な
る
も

の
、
如
く
即
ち
山
玉
江
撮
り
江
河
に
臨

み
天
然

の
形

」



、

勢
亦
共
に
掌

へ
ぎ

も
の
あ
幽

の
腹
固
穿

大
に
敵
地
漸
禽

馨

に
至
り
て
は
帝
謹

國
の
忠

に
・
屡

令
を
四
方

に
施

こ
す
に
最
も
便
な
る
地
を
逡
む
に
至
れ
り
而
し
て
斯
く

の
如
く
選
定
せ
ら
れ
允
る
都
會
は
膏
に
天

然
形
勝
の
地
れ
る
の
み
な
ら
す
更

に
人
工
を
加

へ
て
城
閾
を
肚
嚴
に
し
街
衢
を
端
麗
に
し
園
圃
を
修
飾
す
我
古
歌

に
お
ほ
や
き

・
一
に

の
み

や
こ
は
・
う
ち

な
ひ
き

ぼ

る
言

説

は

・
山

へ
に

吟

花

さ
き
を

・
り
、

か
は

萬
築
三
、
中
納

せ

に

は

、

あ

ゆ
.こ

さ

は

し

る

(

)

言
家
持
卿
の
歌

や
な
し
ろ
の
～

に
の
み
・
は
・
は
・
説

は
、
農

を

一

、
あ
き
・
れ
は
、
も
み
ち
に
ほ
ひ
、
(麟
響

撃

遡
な
也
あ
り
嗚
呼

こ
れ
我
古
代

の
帝
都
か
天
然
の
形
勝
に
撮

り
て
而
か
も
人
工
の
漸
く
加
は
れ
る
は
言
外
に
之
を
味

ふ

へ
し
奈
良

の
都
か
遂
に
李
安

の
京

に
移
り
し
は
支
那
の
周

の
都
か
豊
錆
よ
り
洛
邑
に
遷
り
し
に
等
し
く
共

に
政

令
を
布
一
に
便
な
る
地
を
選
み
た
る
な
る
へ
し
さ
れ
は
史
記
周
本
紀

に
云
乳

成
王
在
レ豊
・
使
三
召
公
復

讐
・
洛

邑
鴎
如
一
一武
王
之
意

↓
周
公
復
卜
、
申
税
、
卒
螢
築
居
二九
鼎

一焉
、
日
北
天
下
之
中
、
四
方
入
貢
道
里
均
、
作
二
召

詰
洛
詰
こ
ご

来

れ
都
會
か
王
者

の
居
庭

こ
し
て
先

つ
防
禦

に
適
す
る
地
に
起
り
次
に
政
令
を
布
ぐ
に
便
な

る
地

を
選
む
に
至
り

斯
く
し
て
都
會

か
文
武
両
政

の
中
ザ心
こ
な
る
や
勢
ひ
各
地
交
連

の
衝

ご
な
り
士
民
群
集
の
匠
ご
菰
ら
さ
る
を
得
す

庭
園
都
市
に
胱
て

.

第
九
巻

(第
一
號

五
)

五



庭
園
都
市
に
就
て

、

第
九
巻

(第
一
號

六
)

六

是
に
於

て
乎
都
會

の
匠
書
及

ひ
街
衢
.の
制
度
は
漸
く
獲
達

し
概

し
て
中
央
形
勝

の
地
に
帝
王
の
居
城
政
府

の
廟
堂

は
建
設

せ
ら
れ
各
種

の
官
擁
之
に
接
し
百
官

の
邸
宅
叉
之

に
次
ぎ
て
設
け
ら
れ
な
り
而
し
て
此
等
は
多
く
は
城
壁

層
以
て
團
纏
せ
ら
れ
城
壁
外
便
宜

の
地

に
市
場
及
ひ
市
民

の
住
宅
外
客
の
騨
亭
肇
漸
く
成
立
す
る
に
至
り
た
り
蓋

し
古
代
の
帝
王
か
都
市
を
螢
む
や
之
を
以
て
文
化
の
中
ソ心
こ
な
し
萬
民
瞻
仰
の
目
的
ご
猛
さ
む
ヒ
勉
め
起
り
而
し

て
或
は
専
制
君
主
か
徒
ら
に
其
宮
殿
を
壮
麗
に
し
百
姓

の
膏
血
を
絞
り
て

一
身

の
脅
修
に
供
し
た
る
如
き
場
合

な

き
に
弁
ず
ご
雄
聖
明
な
る
.君
主
は
謹

め
禮
法
を
制
定
し
奪
鼻

の
等
級
匿
從

ひ
て
衣
服
住
宅

の
制
を
別
に
し
冠
婚
葬

祭
の
式
を
異
に
せ
し
め
富
貴
も
其
筈
を
喩
え
て
奢
る
を
得
す
貧
賎
も
亦
自
ら
其
分
に
安
ん
ず
る
所
あ
り
而
し
て
既

に
天
然

の
形
勝

に
擦
れ
る
都
會

の
風
光
は
固

よ
り
士
民

の
倶
に
樂

む
る
所
ろ
而
し
て
聖
主
賢
相

か
更
に
人
力
を
加

え
て
修
飾
し
凍
り
な
る
都
會

の
美
観
は
亦
必
す
し
も
橿
賞

の
濁
占
に
の
み
蹄
せ
さ
り
し
例
も
亦
多
々
あ
り
ご
t
前

に
掲
げ
な
る
家
持
や
境
部
宿
禰
の
歌
を
詠
ま
は
我
襟
代
に
於
け
る
奈
良

の
都
や
卒
安
の
京
は
春

の
花
見
叉
は
秋

の

月
見
、
.河
瀬
の
鮎
漁

り
又
は
山
邊
の
茸
狩
り
に
上
下
其
樂
を
同
ふ
し
穴
有
を
想

ひ
見

る
可

し

孟
子
に
君
民
同
樂

の
説
あ
り
曰
く

『
孟
子
見
二
梁
恵
王
一王
立
二
於
沼
上
一顧
一一鴻
雁
稟
鹿

一日
賢
者
亦
樂

L此
乎
、
孟
子

ヌ

ア

ト

ヤ
ム

封
目
、
賢
者

而
後
樂

レ此

、
不
賢
者

.
錐

レ
有

香北

不

桑

色
、
詩

云

纒

二
始
監
豪

一纒

レ
之
螢

レ
之
、
庶
民

攻
り「之
、
不

ス
ル

コ
ト

ス
ミ
ヤ

カ

コ
ス

ル

ノ
ゴ
ト
ク

レ
既
成

レ之

、
経
始

勿

レ

丞
、
庶
民
子

來
、

王
在

二験

閥
↓
塵
鹿
仮

レ伏
塵
鹿

濯
濯

、
.白
鼠

鶴
鶴

、
王
在

二

　

ア
も
ぎ
チ
テ

レ
リ
ト

璽
沼
↓

於
物

魚
躍
、

交
王

以
二民
カ

一爲

レ垂

爲

レ
沼

而
疑
獄

二
.樂

之

一調

二其

毫

一日
二
露
里

↓
謂
二其

沼

一日
二
蜜

沼

一



コ
ヒ

ヒ

イ

ヅ
カ
ホ
切
望
ン

ト

ナ
ソ
ヂ

ゾ
ト

樂
三其
有
=喫
鹿
魚
鼈

、
古
之
人
與

民

催
樂
散
鮨
樂
也
、
湯
誓

目
、
時
日

害

喪
、
予
及
レ女
僧
亡
、
.民
欲
「…與
レ之

儒
亡
一難
レ荷
嵩
墨
池
鳥
獣

一豊
能
猫
樂
哉
、」
(
孟
子
梁
恵
王
篇
上
)
孟
子

の
説

に
依

貼
は
周
の
交
王
は
盤
憂
鑑
沼

ご

呼
は
れ
な
る
肚
麗
な
る
庭
園
を
管
作
ず
る
に
方
り
格
別
督
促
も
爲
さ
、
る
に
人
員
は
自
ら
進

み
來
り
て
工
事
に
從

ひ
意
外

に
早
く
竣
成
し
起
り
丈
王
は
斯

の
如
く
民
力
を
以
て
庭
園
を
作

り
な
る
に
人
民
も
之
を
歓

ひ
樂
み
王
も
亦

之
を
樂

む
畢

竟
古

の
賢
君
は
民

ご
借

に
樂
む
か
故
に
能
(
樂

む
な
り
之

に
反
レ
て
夏

の
桀
王

の
如
き
暴
君
は
人
民

を
虐
げ
て
猫
り
樂
ま
む
ご
し
た
る
か
故
に
終

に
亡
ひ
て
濁
り
樂
む
こ
ご
す

ら
得
ざ
り
し
収
り
孟
子

の
本
意
差
し
斯

の
如
し
然

る
に
後
儒
今
を
以
て
古
を
度
り
人
民

か
ま
さ
か
君
主

の
庭
園
に
於
て
君
主

こ
楷
に
遊
樂
す
る
筈
な
し
孟

子

の
本
文
に
『
女
王
以
二民
カ

一爲
'塞
爲
レ沼
而
民
歓
二
樂
之
』
こ
み

る
徹
樂

は
鋤
樂
猛
り
即
ち
人
民

か
鋤

み
て
庭
園

瞥
作

の
事
に
從
ふ
を
樂
む
な
b
、ε
嗚
呼
斯

の
如
き
説
は
後
世

の
専
制
政
治
の
時
代
思
潮
に
溺
れ
て
膠
柱

の
誤

に
陥ル

カ

　

み
り
な
る
も
の
に
外

な
ら
す
謂
ふ
試
み
に
孟
子

の
他

の
章
を
讀

め
.日
↑
「
齊
宣
王
問
、
日
交
王
之
圃
方
.七
十
里
、有
レ

綿

孟
子
封
目
・
於
魚

宿
老

・
.日
若

レ是
共
・
大
乎
、
日
民
猶
以
爲
レ
小
色
、
日
舞
人
之
圃
、
労

四
+
里
、
.民
猶

以
爲

レ大
何

也
、
同
友
王
之
面

、
七
十

里
、
舞

者

往

焉
、
薙

冠
者

桂
馬

、
與

レ民

同

レ之

、
氏

以
爲

レ小

、
不

こ
亦
宜

一.

ノ

ナ

ル

、
乎

、
臣
姶
至
二
於
境

「問
二
國
之

大
紫

一然
後
敢
入

、
臣

聞
郊

關
之
内

、
有

一一圃

方

四
十

里
一
殺
二
其

藥
鹿

一
着

、
如
ニ

ス
ナ
リ

殺
レ
人
之
罪
嚇
則
是
方
四
十
里
、
爲
二

院
松
園
中
↓
民
以
爲
レ
大
、
不
二
亦
宜

一乎
脹
粂
思
正
篇
下
)是

に
由

て
観
れ
ば

交
王
の
都
に
は
方
七
十
里
の
大
園
面
あ
り
牧
草

や
薪
木
を
取

る
人
も
出
入
し
錐
や
兎
を
猟
乃
者
も
往
來
す
ご
あ
る

庭
園
都
市
「
就
て
.

第
九
巻

(第
一
號
ψ

七
V

七



・

庭
園
都
市
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就
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谷
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號
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八
V

八

さ
れ
は

一
般
士
民
か
自
由
に
薙
に
遊
樂
す
る
を
得

る
は
勿
論
な
り
斯

の
如
く
交
王
は
民

ε
園
圃
を
共
同

に
享
用
す

る
か
故
に
民
は
此
大
國
間
す
ら
猶
以
て
小
な
ヴ

ご
す
之

に
反
し
て
齊
宣
王
の
鳳
閥
は
方
四
十
里
に
過
ぎ
さ
れ
こ
も

民

に
し
て
其
圃
中
の
稟
鹿
を
殺
す
者
は
殺
人
罪
ご
同
様
に
庭
罰
す
足
れ
方
四
十
里
の
陥
穽
を
園
中
に
設
く
る
ご
同

`

し
民

の
以
て
大
ε
爲
ナ
は
常
総

な
り
ε
の
意
な
b
孟
子

の
此
二
章
を
劃
照
す
れ
」は
前
章
に
謂
ゆ
る
羅
圃
は
後
章
に

.

謂
駆
る
方
七
十
里
の
間
な
b
蜜
圃

の
内

に
盤
毫
盤
沼

の
丑
麗
な
る
あ
り
国
王
も
藪
に
遊

ひ
て
樂
み
人
民
も
亦
藪
に

遊
ひ
て
樂
む
胴
中
に
魚
鼈
禽
獣
新
草

の
利
あ
り
人
民
も
亦
時
を
以
て
漁
猟
探
牧
を
駕
す
こ
ご
を
許
さ
る
乃
ち
知

る

号
ヨ
。
q
胃
団
は
決
し
て
欧
米

の
特
産
物

に
非

す
し
て

陰
雲
∩
冨
砦
蔓

は
濁
り
輓
近
國
家

の
肚
會
現
象
に
止
ま
ら

さ
る
こ
ざ
を
嗚
呼
斯

の
如
き
君
民
楷
樂

の
都
こ
モ
輿
に
花

の
都
な
れ
斯

の
如

き
君
民
同
利
の
地
こ
そ
眞

に
止
ま

る

.

へ
き
邦
畿
な
れ

第

二

節

構

貴

猫

占

の

園

圃

及

ひ
其

開

放

夫
れ
上
古
の
都
會
か
天
然
形
勝

の
地

に
擦
り
漸
く
人
工
を
加

へ
始
に
は
外
敵
に
封
ず
・る
防
禦
を
主
だ
る
目
的
ご
篤

し
な

る
も
後

に
は
文
學
美
術
宗
教
の
中
心
ご
な
b
交
通
貿
易
工
業
の
要
衝
ご
な
り
而
し
て
従
来
士
民
楷
樂
の
地
起

り
し
都
内

の
園
圃
又
は
廓
外

の
山
水
は
政
治
肚
會
脛
濟
事
情

の
愛
遷
に
件

ひ
て
往
々
専
制
君
主
叉
は
橿
貴
富
豪

の

稠
占
に
締
し
復
醤
時

の
年
民
的
庭
園
都
市
め
面
目
を
存
せ
さ
る
も

の
あ
り
支
那
戦
国
時
代

の
諸
王

の
園
圃
か
其
前



代
に
於
け
る
即
く
復
士
民

一
般
に
欄
放
せ
ら
れ
す
し
て
王
侯
濁
樂

の
庭
ご
な
り
了

れ
る
は
葡
掲
孟
子

の
諸
車
に
徴

し
て
明
か
な
り
其
後
秦
始
皇

か
城
陽
に
阿
房
宮
を
鞍
作
し
漢
黄
帝
か
長
安
に
柏
梁
塁
を
作

り
又
首
山
宮
建
章
官
等

を
棲

み
階
場
帝
か
洛
陽

の
顯
仁
宮
を
燐
み
長
安
よ
ゲ
江
都
に
至
る
ま
て
四
十
絵
所

の
離
宮
を
作
り
運
河
を
開
き
御

道
を
築
き
て
柳
を
植

え
た
る
如
き
は
古
羅
馬
帝
國

の
虐
圭
か
羅
馬
を
修
飾
し
近
世
歌
洲

の
専
制
君
主
か
其
首
府
を

瞥
侘
し
な
る
ε
同

】
の
動
機
に
出
て
、
士
民

の
便
益
を
計
ろ
よ
り
は
寧
ろ
専
制
君
主
叉
は
権
門
貴
族
の
功
名
奢
侈

リ

テ

ナ

リ

ト

シ
デ

の
慾

を
満
だ
し
た
る
も

の
な
り
ε
す
唐

の
杜
牧
か
阿
房
宮
賦
に
日
く

「
六
王
畢

四
海

一
。
蜀
山
兀
.

阿
房
出
。

ヅ
デ

ス

テ

　
　

覆
二
厘

三
百
醗
里

一隔
二
離

天
日
の
鵬
山
北
構
而
西
折
。
直
走
二
成
陽
幻
二
川
溶
溶
。
流
入
二
宮
嫡
司
五
歩

「
棲
。

二

十
歩

一
閣
。」
ε
嗚
呼
何
等

の
宏
壮
そ
や
而
し
て
宮
中
に
置
く
所
ろ
及
ひ
之
を
享
樂
ず
る
者
は
誰
そ
曰
く

『
妃
嬪

ノ
　

タ
ゆ

ハ

膿
賭

。
王
子
皇
孫
。
僻

レ棲

下
レ殿

。
賛
來
二
於
薬
司
朝

歌
夜

絃
。
爲
二
秦
宮
人

4
明
星

榮
焚

。

開
二
粧

鏡

門也
。
・緑

ノ

ゼ
ル

ハ

ラ
ス
八

二

ハ
ル
ハ

ノ

チ

ク
ハ

ノ
　

雲

・擾
擾

。

流
二
嶢
鷺

一也

一
溜
流
澱

レ臆

。
棄

二
脂
水

「也

。

煙
斜

霧

横
。

焚
二
様
蘭

「也
。
.雷

霆

乍

驚
。
宮
阜

過

也
。
轆
轆
遠

聴
。
杳
不

レ
知
二
其
所

ア之

也
。

一
.肌

一
審
。
蓋

レ態

極
レ
妊
。
綬

立
逋
税

。面
壁

レ幸
焉

。
有

レ不

レ得

レ

見
者

三
十
⊥
ハ
年
。
」
ε
乃
ち
知

る
天
下

の
財
寳

を
聚

め
六

國

の
美
女

を
羅

し
て
只
上

一
人

の
奢
侈

に
供

し

だ
る
を
而

し
て
其
結

果

は
何
如
曰
く

『
嵯
乎

一
人
之
心

。
千

萬
人

之

一6
世
。
秦

愛
二
紛
奢

一人
亦
念
汽
其
家
司

奈

何
取

レ之
鑑

=

ク
ナ
レ
カ

錙
銖

の
用

レ之
如
二
泥
沙

一」

ご
曰
く

『嗚

呼
滅

二大
國

囲者
⊥
ハ
園
池
。

非

レ素

也
。
.
族

レ
秦
者
素
也

。

非
二
天

下

一也
。

嵯
大

使
下
六
國
各
愛

甲其
人
如

則

足
一一拒
ワ
秦
。

秦

後
壁

二
六

園
之

八

一則
逓
二
三
世
.[可
下
垂
二
萬
世

一
而

爲
上
レ
惹
。

誰

庭
園
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市
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庭
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一
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)

一
〇

得
而
族
悠

・
素
人
不
レ暇
二鼻

石

人
哀
レ之
・
後
人
哀
乏

・
而
ゑ

舞

之
・
亦
値
下後
人
覆

哀
後

人
上

也
。」
ご
是
に
出
て
之
を
観
れ
ば
杜
牧
は
堂
猫
り
秦

を
弔
す
る
か
爲
に
の
み
此
賦
を
作
り
し
者

な
ら
む
や
古
を
借
り

て
以
て
今
を
謁
し
且
又
後
を
戒
め
ん
こ
す
詩
史
の
意
を
用
ふ
る
や
深
く
、
訓
を
垂
る
、
や
遠
し
ビ
謂

ふ
へ
白
な
り

唐

の
略
賓
王

の
帝
京
篇
は
亦
秦
漢
の
故
事
を
借
り
て
當
時
王
侯
の
驕
碧
軽
薄
を
識
b
渡
る
も
の
な
り
曰
く

「
山
河

千
里
國
q
城
閾
九
重
門
。
不
レ観
二皇
居
肚
鱒
安
知
二
天
子
愈
4
皇
居
帚
星
晴
西
谷
。
鶴
野
龍
山
侯
甸
服
。
五
緯
連
レ

ト
シ

ヲ

影
集
二塁
纏
刈
入
水
分
レ流
積
二
地
軸
同
素
塞
重
關

一
百
二
。
溌
家
離
宮
三
十
山
ハ
。
梓
殿
陰
答

封
=
玉
楼
唄
椒
房
窃

窮
達
二金
屋
℃
」

ε
見

る
へ
し
宮
闕

の
宏
壮
に
し
て
且
華
麗
な
り
し
を
而
し
此
庭
王
侯
驕
奢
遊
蕩

の
欺
を
形
容
し
て

曰
く

「
季
墓
戚
里
帯
=
崇
驕
司
炊
レ金
撰
レ
玉
待
二鳴
鐘
崎
小
堂
精
根
三
千
戸
。
大
道
青
椴
十
二
重
。
寳
蓋
雛
鞍
金
絡

ナ

リ

馬
コ
蘭
囎
繍
柱
玉
盤
龍
。
繍
柱
游
観
粉
壁
映

鋼
金
鳴
玉
王
侯
盛
。
王
侯
貴
人
多
二
近
臣
明
朝
遊
二
北
里

一幕
南
郷
。

睦
買
分
レ金
將
二無
害
司
陳
遣
投
レ轄
侮
留
ン賓
」
ε
此
騒
賓
王
の
詩
は
、唐
朝
の
爲
に
蛮
す
立
錐
他
國
他
朝
王
侯

の
驕

奢
淫
佚
之
に
髪
麗
な
る
も

の
亦
砂
か
5
す

唐
の
白
樂
天

の
階
堤
柳
の
詩
亦
煽
帝
の
事
を
借
り
て
鑑
戒

の
僻
を
爲
せ
り
曰
く

『
階
堤
柳
。
歳

久
牛
深
審
衰
朽
。

風
飄
飄
沓
雨
蕭
蕭
。
三
珠
両
様
汁
河
口
。
老
妓
病
葉
愁
二
殺
人
畷
曾
纒
大
業
年
中
春
。
大
業
年
中
暢
天
子
。
種
レ柳

成
レ行
交
二
流
加
州
西
自
二
黄
河
一束
至
・潅
。
緑
陰

一
千
三
百
里
。
大
業
末
年
暮
暮
月
。
柳
色
如
・
姻

累

加

・雪
.
南

幸
=江
都

】恣
齢
佚
遊
一。
慮
下
將
二
上
柳

[繋
巾龍
舟
釣
紫
轟
郎
將
護
二
錦
縄

一。
青
蛾
御
史
直
二
迷
棲
↓
海
内
財
力
此
時
蜴
。

'

・



舟
中
歌
笑
何
日
休
。
上
荒
下
国
勢
不
・久
。
宗
肚
之
危
如
二
綴
流
4
揚
天
子
。
自
室

脳
絆
長
無

・窮
。
豊
知
皇
子
封
二

鄙
公
　っ
龍
嘉
禾

・過
彰
城
閣
。
義
旗
已
入
長
安
宮
。
薫
播
鍋
生
人
事
愛
。
嬰
駕
不
レ
得
レ昂
一
桑

中

一。
土
墳
藪
尺
何
庭

葬
。
呉
公
皇
下
多
二
悲
風
鱒
二
百
年
來
沐
河
路
。
沙
草
和
レ姻
朝
復
暮
。
後
正
価
以
堕
=前
王
而
諸
君
晴
埋
立
国
樹
。」

余
往
年
再
ひ
歓
洲
に
遊

ひ
英
佛
凋
襖
以
露
等

の
諸
酪
を
訪

ひ
特
に
巴
黎
、
ヴ

ェ
ル
サ
イ

ユ
、
維
也
納
、
羅
馬
の
語

部
に
於
て
感
慨
甚
だ
深

か
り
き
懐
ふ
に
此
等
の
諸
邦

の
宮
殿
苑
圃
は
往
昔
其
国
民
す
ら
も
容
易
に
入
b
又
は
近

づ

く
を
得
さ
b
し
所
な
り
而
る
に
今
や
外
国
人
に
ま
て
も
開
放

せ
ら
れ
て
四
民
遊
樂

の
仙
境

ご
な
b
文
學
美
術
歴
史
.

の
研
鑚
者

に
必
須
の
賢
庫

ぜ
な
り
叉
は
信
激
敬

醍
愛
国
の
標
的
ε
な
る
暴
れ
即
.ち
少
敷
者
の
奢
侈
か
愛
し
て
乱肌
會

公
衆

の
享
樂
に
化
し
た
る
も

の
に
し
て
或
は
之
を
公
共
的
奢
侈

(◎
昌
ぎ

ぎ
×
=
q
)

ご
請
し
或
は
奢
侈

の
肚
會
化

⑤
o
o
芭
冒
騨
賦
8

0
h
ぎ
×
二
「《
)
ご
名
く
る
者
あ
b

と
難
も
余
思
ふ
に
是
れ
既

に
奢
侈
の
性
質
を
失
0
た
る
も

の
に
し

て
奢
侈

の

一
種
な
る
か
如
き
名
樹
を
附
す
る
は
安
當
に
非

す
ご
す
何
連
な
れ
は
奢
侈
物

ε
は
比
較
的
不
要
な
る
財

貨
に
し
て
之
か
獲
得

に
比
較
的
多
大

の
勢
費
を
要
し
從

っ
て
肚
會

の
少
敬
老

の
み
加
享
受
し
得

る
所

の
も

の
な
れ

鳳
な
り
然
ら
ば
則
ち
ヴ
ァ
チ
カ
ン
や
ヴ
ェ
ル
サ
イ

ユ
や

ル
ー
ヴ
ル
等

の
諸
宮
殿
}及
ひ
真
死
嗣
は
往
時
は
羅
馬
法
皇

や
佛
國
王

の
豪
奢
を
誇

り
し
所
な
り
し
毛
今
や
世
界
女
化

の
激
育
開
鞍
に
向
て
必
要
ε
す
る
所

の
貴
重
振
る
資
料

こ
な
転
た
る
も

の
な
り
巴
す

庭
園
都
市
F
就
て

第
九
巻
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一號
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「
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一
「
.
一

醗
て
我
國
に
就
て
見

る
に
亦
彼

に
似
た
る
も
の
あ
り
曾
て
足
利
豊
臣
徳
川
氏
寺
か
政
権

を
握
り
た
り
し
時

に
於
て

彼
等
及
ひ
諸
大
名
か
各
自
濁
出
し
な
り
し
城
郭
宮
殿
苑
圃
は
王
政
維
新
後
大
抵
国
家
叉
は
地
方
團
禮
の
所
管
に
蹄

「し
而
し
て
共
多
く
は
《
衆
に
開
放
せ
ち
れ
て
或
は
史
蹟

の
研
究
に
資
し
或
は
遊
樂
の
場
所
ε
な
り
其
他
種

々
公
金

の
目
的
に
供
せ
ら
れ
穴

る
も

の

一
々
故
塁
す
る
に
逞
あ
ら
す
足
利
義
満
義
政
二
公
か
碧
修
風
流
の
遺
蹟
た

る
金
銀

閣
寺
は
今
や
町
夫
野
老

に
す
ら
茶

を
す

、
め
菓
を
饗
す
る
の
虚
こ
な
か
ね
徳
川
幕
府
か
門
關
を
嚴
重
に
し
て

一
々

行
人
を
誰
何
し
な
り
し
江
戸

の
城
内
は
今
や
萬
人
自
由
交
通

の
街
ε
な
り
ぬ
公
園
あ
り
以
て
禰
律
す

へ
く
樂
堂
劇

場
あ
り
以

て
観
聰
す

へ
き
な
り
今
夫
れ

一
介

の
孕
民
か
二
重
橋
畔
に
立
ち
宮
城
に
咫
尺
し
て
笄
禮
し
得
な

る
時
徳

川
時
代

の
昔
を
思
ひ
比

へ
穴
ら
む
に
は
彼

の
感
想
は
果
し
て
如
何
そ
や
更
に
例
を
醤
藩

凸
城
市
に
求

め
ん
か
現
今

我
国
三
公
園
ε
稠
せ
ら
る
、
水
戸

の
常
磐
公
園
、
金
澤

の
兼
六
公
園
、
岡
山

の
後
樂
園

の
如
き
は
徳
川
景
山
分
前

田
金
龍
公
池
田
曹
源
公
等
の
管
偉
し
π
ゐ
庭
而
し
て
此
等
を
以
て
醤
藩
公
濁
樂

の
虚

ε
評
し
去

る
は
固
よ
り
當
ら

す
ご
錐
も
現
今
に
於
て
.一
般
民
衆
に
閣
放
せ
ら
れ
な
る
か
爲
に
其
功
徳

の
及
ふ
所

一
層
慶
大

ε
な
り
だ
る
事
は
決

し
て
之
を
否
む
能
は
さ
る
へ
し
蓋
し
此
等
の
諸
園
ぼ

昔
時
蕾

に
藩
侯
の
遊
樂

の
地
な
り
し
の
み
な
ら
す
文
園
中

の

人
を
し
て
君
侯
と
其
樂
を
倍
に
せ
し
め
な
る
所

捉
り
し
も

の
あ
り
し
な
り
其
謹
に
は
常
磐
公
園
の
瞥
作
者
起
る
景

山
公
(齊
昭
)
は
此
を
老
け
て
僧
樂
鳳
ご
請
し
自

ら
丈
を
撰
し
て
曰
く

『
余
嘗
就
=
吾
藩
↓
塚
二
歩
山
川

↓
周
=
硯

原

野
↓
直
二
城
西
納
有
=
開
豁
之
地
↓
酉
望
=
筑
峰
↓
.東
臨
二
仙
湖
噛
凡
城
南
之
勝
景
、
皆
集
=
一
瞬
之
間

↓
遠
横
遙
峰
、



尺
寸
千
里
、
撲
レ翠
畳
レ白
、
四
謄
如
レ
「
、
而
山
以
獲
=
育
動
植
↓
水
以
馴
二
擾
飛
潜
↓
洵
可
レ
謂
二
知
仁

一
越

之

樂

郊
一也
、
於
・是
藝
二
梅
樹
敷
千
株
噛
以
表
二魁
春
之
地
肉
叉
作
二
二
亭
↓
.日
好
交
、
日

一
遊
、
非
三
曹
供
二
他
日

茂

憩

之
所
叫
蓋
亦
欲
レ
使
三
國
中
之
人
有
二
優
遊
存
養

一焉
、
國
中
之
人
、
荷
騰
二
吾
心

↓
夙
夜
匪

レ曙
丁
既
能

修
二
具
徳

↓
.

天
龍
勤
二
其
業
↓
時
有
一無

限
一也
、
乃
親
戚
相
携
、
朋
友
相
伴
、
悠
然
冠
二
遙
干
二
亭
之
間
「
或
唱
二
酬
詩
歌
↓
或
弄
二

撚
管
絃
噛
或
展

レ紙
揮
レ毫

、
或
座

レ石
黙
レ茶
、
或
傾
二
瓢
樽
於
花
前
↓
或
投
二
竹
竿
於
湖
上
↓
唯
從
二意
所
ワ
適
、
而

弛
張
己
得
二
其
宜
一夷
、
是
余
興
レ衆
同
樂
之
意
也
、
国
命

レ之
日
二
借
樂
園
一天
保
十
年
.
歳
次
己
亥
、
夏
五
月
建
、

景
山
撰
、
並
書
、
及
題
額
』
ε
夫

れ
.景
山
公
は
近
代
の
名
君
な
り
其
園
圃
を
瞥
む
に
方
り
て
孟
子

の
僧
樂
圭
義
を
執

り
女
王
の
量
峯
蜜
沼
に
則
ε
り
な
る
は
此
交
に
依

り
て
之
を
知
る
を
得

へ
し
其
他

の
諸
侯
に
至
り
て
は
或
は
景
山

公

の
如
し
な
5
さ
る
も

の
多
か
ら
む
然
れ
と
も
我
國

の
史
乗
に
秦
皇
叛
く
階
腸
な
く

ル
ヰ
十
四
世
な
く
革
命
の
愛

瓢

な
き
所
以
の
も

の
は
蓋
し
君
臣
情
樂

の
圭
義

か
上
古
よ
り
帝
都
を
中
心

ご
し
て
各
都
會
各
地
方
に
波
及
七
世
に

愛
遷
あ
り
時
に
隆
替
あ
り
ε
錐
も
此
生
義

の
根
抵
深
く
し
て
到
底
抜
く
こ
ε
能
は
さ
る
も
の
あ
る
に
職
由

せ
す
む

は
あ
ら
す庭

園
都
市
に
就
て

第

三

節

娩
近
都
會
の
俗
悪
化
及
ひ
庭
園
都

市
建
設
の
必
要

第

九
巻

〔第

一
號

一
三
)

=
二



ア

庭
園
都
市
に
就
て

窮
九
巻

〔第
一號

一
四
)

一
四

夫
れ
封
建
制
度

の
破
壊
、
君
主
専
制

の
塵
絶
及
ひ
立
憲
政
治

の
確
立
か
世
界
各
国
の
都
會
の
両
月
を

一
新

し
た
る

は
固
よ
り
怪
む
に
足
ら
す
而
し
て
従
来
君
主
叉
は
権
貴

の
碧
修
の
目
的
物
起
り
し
宮
殿
珍
寳
は
國
有

の
美
術
館
又

は
博
物
館
及

ひ
其
備
品
こ
し
て

一
般
民
衆
に
開
放
せ
ら
れ
叉
彼
等
の
苑
嗣

は
公
園
せ
な
り
又
は
學
校
圖
書
館
讐
院

等
公
益
的
警
造
物

の
所
在
地

こ
な
り
た
る
の
例
は
枚
塞
た

逗
あ
ら
す
夫

の
米
国
の
如
き
歴
史
的
名
所
奮
蹟

の
始
よ
・

り
多
く
存

せ
さ
る
新
開

の
都
督

に
於
て
富
豪
か
亘
資
を
醵
出
し
て
公
共
的
螢
造
物
を
興
し
又
は
其
私
苑
を
開
放
す

る
者
往
々
ご
れ
あ
り
是
等

の
事
費
は
誠
に
喜
ふ
へ
き
も

の
に
屡
す
と
雌
も
之
ご
同
時
に
輓
近
交
明
諸
國

の
都
會
は

む

　

む

む

　

　

更
に
大
忙
悲
レ
む

へ
き
反
射
の
事
實
を
現
は
し

つ
、
あ
り
何
ぞ
や
曰
く

一
吉
以
て
之
を
蔽
は

導
都
會

の
俗
悪
化
す

る
事
是
な
.り

夫
れ
立
憲
政
治

の
確
立
は
勢
働
及
ひ
企
業

の
自
由
を
認
め
各
人
は
自
己

の
欲
す

る
所

の
職
業
を
選
み
て
之
に
就
き

自
己

の
往
か
ん
ε
欲

す
る
場
所
に
移
住
す
る
を
借
火
各
人
は
其
資
本
を
自
己

の
最
も
有
利
ご
信
ず
る
事
業
及
ひ
方

法
に
投
ず
る
を
得
而
し
て
此
個
人
自
由
主
義
は
私
有
財
産
制
度
ご
互
に
相
依
り
相
助
け
て
経
済
上
に
於
て
は
謂
ゆ

る
産
業
革
命
を
成
就
せ
し
め
な
り
熬
り
而
し
て
都
會
は
常
に
此
産
業
革
命

の
中
心
と
な
り
新
に
獲
明
せ
ら
れ
な
る

精
巧
な
る
機
械
は
此
庭

に
於
て
運
轄
せ
ら
れ
大
規
模

の
商
工
業
は
此
虚
に
於
て
遂
行
せ
ら
れ
起
り
是

に
於
て
か
諸

、

　

む

ロ

む

　

　

む

り

　

む

む

　

　

む

む

む

む

　

　

む

文
明
國
の
都
督
は
年
々
驚
く
可
き
人
口
の
集
中
を
來
し
之
に
伴
ふ
て
五
大
な
る
富
の
集
積
あ

ワ
土
地
慣
格

の
著
る

り

む

む

　

し
き
騰
貴
あ
り
而
し
て
人
口
の
多
撒
は
勢
働
に
衣
食
す
み
無
資
産
階
級
.
〔℃
「っ
.σ
冨
「馨
ω
)

に
臆
し
且
其
撒
は
農
村



,

を
去

り
て
都
會
に
來
る
者
に
由

り
て
年

々
増
加
し
つ
、
あ
り
加
之
輓
近
大
規
模

の
商
工
業

の
機
蓮
は
交
通
運
輸

の

進
歩

ご
共
に
漸
く
小
規
模

の
商
工
業
を
抑
塵
し
之
ご
共
に
中
央
政
府
井
に
都
會

の
爲
政
者
か
久
し
く
施
行
せ
る
誤

む

　

む

む

　

む

む

む

　

　

ま
れ
る
反
吐
會
政
策
的
租
税
制
度
に
漸
く
中
産
階
級

の
存
立
を
危
く
し
た
り
是
に
於
て
都
會

の
人
日
は
益
々
増
加

す
れ
こ
も
貧
富

の
懸
隔
は
愈
々
甚
し
く
小
地
主
は
其
土
地
を
賣
り
小
家
圭
は
叉
其
家
屋
に
離
れ
て
土
地

の
兼

併
は

愈
々
行
は
れ
借
家
人

の
増
加
は
益

々
劇
甚
な
り

是
に
於
て
都
會
目
貫

の
庭
に
は
大
厦
高
機
甕
を
井

べ
.て
表
面
に
其
偉
観
を
誇
示
す
れ
ε
も
裏
面
側
面
は
多
く
は
沢

寸

の
空
地
を
も
存

せ
す
而
し
て
都
會

の
場
末

に
は
汚
穢
狭
隠
な
る
陋
巷
貧
窟
其
激
を
増
し
而
か
も
其
住
民
は
家
賃

の
日
に
高
く
生
計
の
月

に
苦
し
き
を
嘆
ち

つ
、
あ
り
而
し
て
工
業

の
盛

な
る
都
會
に
在
り
て
は
煤
姻
天
を
蔽
ふ
て

日
光
爲
に
暗
く
汚
氣
地
に
充
ち
て
呼
吸
も
苦
し
き
を
所
ご
化

し
偶
ま
衡
側

に
並
木
を
植
う
る
も
電
線

の
蜘
蛛

の
綱
.

其
枝
梢
を
抑
え
て
生
育
を
妨
げ
曾
て
都
人
士
か
釣
を
垂
れ
拠
る
楊
柳

の
岸
は
百
貨
山
積
せ
る
荷
揚
場
ご
化
し
遊
肪

を
淳

へ
六
る
清
流

の
河
は
汚
濁

な
る
溝
渠
に
攣
し
前
時
代
王
侯

の
苑
囹
に
し
て
公
園
ご
な
り
な
る
所
も
亦
同

一
の

運
命
を
菟

か
れ
す
常
緑

の
樹
は
常
に
線

な
る
を
得
す
し
て
煤
姻
に
焦

れ
花
咲
く
春
に
遇

ひ
乍
ち
花
隈
か
臓
老
木
の

櫻

の
終
に
薪
ε
な
る
も
の
比
々
ご
し
て
皆
是
な
b

・

試

み
に
我
国

の
三
都
に
.就
き
て
維
新
以
来
如
何
に
憂
遷
し
た
る
か
を
見
よ
余
か
藪
に
述

ふ
る
所
は
総
て
事
實

の
眞

相
に
し
て
決
し
て
舞
文
虚
構
に
非
ざ
る
を
知

ら
む
嗚
呼
東
京
の
上
野
及

ひ
墨
堤
の
櫻
樹
は
今
や
宇
は
既
に
枯
れ
ん

庭
園
都
市
に
就
て
.

・
.

第
九
谷

(第
【
號

一
五
)

一
五

、

、

、



庭
田閏都
市
に
就
で・

.

.

,

第
九
巻

(酷夘
「
叫肌

↓
占ハ
)

一
占ハ

ご
し
而
し
て
御
殿
山

の
紅
葉
は
唯
名

の

み
ε

な
り

ぬ
飛

烏
山

の
幽
境

も
亦

き

の
ふ

に
攣

る
俗
地

ご
化

し
日
暮

里

の

里

も
今
は
只
夜

を
徹

し
て
富
麗

の
囂

々
た

る
を
聞

く

の
み
卒
安

の
醤
都

も
亦

凋
り
子
安

な
・る
を

得
す
曾

て
樵
街

に

道
行
く
人

の
笥

を
止

め
な

る
翠
柳

の
並

木
は
何
塒

の
間

に
か
目
障
b
な

る
電

軌
電
柱

ε
代
り
高

瀬
川
に
面
白
く
端

歌
う

た
ひ

つ
Σ
曳

く
船

の
船
子

の
影

は
消

え
て
川
筋
は

堆
糞
泥

の
書

夜
を
息

め
す
し
て
放

流
し

つ
、
あ

る
を
見

る

テ

メ
ヨ

の
み
頼
山
陽
か
「
向
レ
人
体
レ
問
南
暉
寺
、

一
帯
青
松
路
不
・
迷
」
ε
疎
し
け
ん
其
青
松

の
路
ば
今
果
し
て
何
庭

に
在

り
や
京
都

の
生
命
た
る
名
所
曹
蹟
謹

佛
閣
は
漸
く
俗
界
塵
域
の
包
範
を
受
け
て
往
々
其
溝
浮
な
る
境
内
を
侵
掠

せ
ら
る

、
あ
b
余
因
て
近
頃
左

の
四
首

の
詩
を
得
た
り

京
洛
師
事

て
ヨ

フ

ノ

シ
ャ
ラ

ノ

ハ

ん
　

ノ

ニ

欲
ド訪
南
藤
寺
。
還
疑

.笑
語

諜
。

洛
東
幽
勝

地
。
牢

驕
二審
豪

家
輔

ノ

ハ

ル

ニ

ツ

カ

フ

チ

シ
ト

元
是
騨
鑑

境
。
今

誇

不
夜
城
。
車
塵
洲
渚

満
。
誰

道

鴨
川

.清
。

カ
レ

三

八

ス

ノ

コ

ヨ

テ

内

力
ト

鐘
馨
雑
二
歌
吹
4
寺

接

挾
斜

衙
。
休
レ問

僧

耶
俗
。
佛
心
差
別
無
。

マ
ル
モ

テ

ニ

古
今
風
俗
改
。

依
レ奮
有
一鶯

花

圃
不
レ見
提
レ瓢
杖
。
唯
連
載
レ妓
車
。

大
阪
市
に
至
り
て
は
真
俗
悪
化
は
實
に
言
語
に
絶
す
る
も
の
あ
り
古
來
美
は
し
き
水

の
都
ピ
だ

＼
へ
ら
れ
古
歌
に

「
み
や
こ
び
都
こ
び
け
り
」
(第

[
筋
筋
掲
}
ざ
よ
ま
れ
た
る
難
波
は
今
や
煤
姻
塵
埃

の
修
羅
場
と
な
り
了
与
ぬ

從
束
我
国

の
都
會

に
於
て
は
中
産
者
か
多
藪
を
占
め
自
己
所
有

の
土
地
に
家
を
建
て

、
居
佳
し
敷
地

の

一
部
に
小



爵

庭
園
を
設
け
て
業
飴
の
慰
樂
に
供
す
る
風
習
は

一
般
に
行
は
れ
な
り
し
な
り
而
し
て
中
等

の
借
家
の
如
き
も
亦
庭

.
園
を
帯

ひ
π
る
も

の
多

か
り
し
な
り
熱

る
に
人
口
の
集
中
土
地
の
兼
併
借
家
の
割
増
ε
共
に
此
等
の
私
的
小
児
園

は
漸
く
真
跡
を
絶
ち
唯
少
数

の
富
豪
か
都
會
最
一具
の
位
皿且
に
宏
壮
僚
艇

以
る
邸
園
を
凋
古
す
る
者
あ
る
の
み
鳴
呼

　

む

　

斯

の
如

く
し
て
古

へ
の
花

の
都
は
個
人
自
由
主
義

の
嵐
に
散
り
畢
ん
ぬ
往
時

の
僧
樂
的
庭
園
都
會
は
私
有
財
産
制

度

の
馬
蹄
に
蹂
躪
さ
れ
ぬ
而
し
て
更
.に
寒
心

に
堪
b
さ
る
も
の
は
北
颪
此
馬
蹄

は
蕾
に
大
都
會
の
匠
域
内
を
茄
ら
.

す
に
止
ま
ら
ず
し
て
其
近
郊

に
及
ひ
叉
小
都
會
に
及

ひ
田
村
に
も
及
ひ
て
其
猛
威
を
逞
ふ
す
る
事
是
な
り
ε
す

夫
れ
醜
近
の
都
會
に
於
け
る
異
常
な
る
人

口
め
集
中
及
ひ
互
富
の
集
積

は
土
地
の
傾
格
を
甚
な
し
く
縢
貴
せ
し
め

な
る
は
己
に
述

へ
尭
る
如
し
而
し
て
此
土
地

の
騰
貴
は
都
會
を
し
て
立
禮
的
に
獲
達
せ
し
め
泰
西
特
に
米
國
の
都

市
に
於

て
は
数
十
階

の
摩
天
棲
を
現
出
す
る
こ
ご
日
に
月
に
盛
に
し
て
屋
上
屋
を
架
し
て
家
は
愈
高
く
頭
上
腋
を

戴
き
て
人
は
盆

々
密
集
す
而
し
て
市
街
交
通
機
關

の
獲
達
及
ひ
其
郊
外
に
向

て
の
延
長
は
更
に
都
會
を
平
面
的
に

獲
達
せ
し
む
る
を
致

し
幾
分
か
都
會
中
部

の
熱
關
を
緩
和
す
る
に
庶
幾
し
ご
錐

も
而
か
も
郊
外

の
土
地
は
亦
私
有

地
な
る
か
故

に
交
通
機
關

の
延
長
は
地
主
を
し
て
其
土
地
を
最
も
瞥
利
的
に
利
用
せ
し
む
る
の
好
機
會
を
與

へ
叉

は
他
の
投
機
者
流
を
し
て
其
土
地

の
騰
貴
を
見
越
し
て
逸
早
く
買
吸
せ
し
む
る
を
致
し
斯

の
如
く
に
し
て
郊
外
の

ロ

む

　

つ

　

む

美
な
る
田
園
は
先

つ
草
原
に
化
し
遂
に
殺
風
景
な
る
貸
長
屋

の
列
を
見

る
爬
至
る
人
或
は
之
を
田
園
の
都
會
化
な

セ

　

　

　

ロ

ほ

む

む

む

　

り
ご
謂

ひ
て
却

て
満
足

の
意
遊

表
す

る
者
あ

り

ご
雌

も
余

は
之
を
俗
悪

な
る
都
會

の
延

長

ε
し
て
慨
嘆

せ
さ

る
を

庭
園
都
市
に
就
て

第
九
巻

(第
一
號

一
七
)

「
七

.
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庭
園
都
市
に
就
て

第
九
巻

(第
一
號

一
八
)

一
入

得
さ
る
な
り

斯
の
如
き
都
會
及

ひ
近
郊

の
俗
悪
化
は
輓
近
文
明
諸
國
に
共
通

の
事
實

に
し
て
其
経
済
上
風
紀
上
衛
生
上
激
育
上

む

む

　

ロ

ロ

む

む

む

の
弊
害
は
得
て
測

る
へ
か
ら
さ
る
も

の
あ
り
是

に
於
て
庭
園
都
市
及

ひ
庭
園
郊
外

{撃
a
op

。【蔓

ρ
&

ぴ。
聖
牙
・

・・二
げ
ロ
「σ
)
の
問
題
は
識
者

の
漸
く
提
唱
す
る
所
と
な
り
英
国
に
於
て
は
千
八
百
九
十
八
年
に

国
σ
。器
N費

記
9
轟
乱

民

.、月
7
。
O
p
己
窪

Ω
ぐ

亀

目
。
-
冒
○
凌
。
'ぐ
、.
ご
名
く
.る
書
を
著

は
し
て
之
か
先
鞭
を
着
け
此
理
想
の
實
行
を
目
的

ε
す
る
共
助
的
會
耐

(8
δ
究
・註
話

8
弓
。
糞
δ
口
)
は
千
九
百
三
年
に
組
織
せ
ら
れ
倫
敦

の
西
北
三
十
四
哩
汽
車

程
九
十
分
特

の
距
離

に
在

る

常

[。
署

。
与

は
候
補
地
に
選
定
せ
ら
れ
四
千

工
-
ヵ
-
の
土
地
は

一
工
ー
ヵ
ー
に

付
き
二
百
弗

の
贋
格
を
以
て
買
牧
せ
ら
れ
て
弦
に
理
想
的
庭
園
都
市

の
乳
児
は
其
呱
々
の
聲
を
擘
け
え
り
抑
も
此

共
助
的
會
肚
は
公
益
を
圭
蓬
す
る
團
艦
に
し
て
資
本

に
蜀
す
る
利
益
配
當
を
百
分
五
に
限
定
七
そ
れ
以
上
の
利
益

は
総
て
住
民

の
公
益
に
供

せ
ら
る
、
か
故
に
此
曾
耐
は
他

の
智
利
的
土
地
會
肚
に
常
に
見

る
か
如
き
粗
悪
な
る
長

家
を
建
て
居
住
者
を
密
集
せ
し
め
而
し
て
益

々
督
貸
料
を
増
加
す
る
か
如
き
こ
ε
な
く
各
家
屋
を
緯
ら
す
に
庭
園

を
以
て
し

ツ
エ
ー
ヵ
1
の
地
積

に
封
ず

る
家
屋
の
撒
の
最
大
限
を
十
二
ε
し
市
内
に
學
校
、
倶
樂
部
、
遊
園
を
説

く
る
の
み
な
ち
す
市
の
周
園
に
家
禽
菓
實
野
菜
の
園
藝
場
を
設
け
て
以
て
市
民
に
新
鮮
低
一廉
な
る
滋
養
食
酢叩
を
供

.

鈴
麦

會
泄
か
始
審

嬰

設
け
な

時
瓦
斯
水
道
電
力
の
供
給
に
向
て
の
施
設
を
寫
し
て
自
か
ら
之
を
管
理
し
.

出
家
得

る
丈
経
費
を
節
し
て
以
て
料
金
を
低
廉
に
す
同
市
は
蕾

に
理
想
的
住
宅
地
な
る
の
み
な
ら
す
工
業
も
亦
其

'
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土
地
か
低
廉

な
る
か
爲
に
招
致

せ
ら
れ
而
し
て
會
砒

の
規
程
に
從

吋
は
工
場
は
鐵
道
線
路
に
沿
ふ
て
建

つ
る
を
要

し
且
住
宅
歴
と
或
距
離
を
保

つ
を
要
す
叉
工
場
は

一
階
建
ε
し
日
當
り
及
ひ
室
氣

の
流
通

を
善
く
し
て
以
て
職
工

の
執
務
を
快
適
に
す
斯
く
し
て
同
市
は
久
し
か
ら
す
し
て
繁
榮
な
各
工
業
都
市
ε
な
れ
b
即
ち
同
市
建
設

の
初
年

に
は
人
口
僅
か
に
四
百
人
な
b
し
に
四
年

の
後
に
は
七
千
入
を
算
す
る
に
至
れ
ゲ
ε
い
ふ
此
成
功
せ
る
庭
園
都
市

の
實
験
は
直
ち
に
各
地
に
模
範
を
與

へ
て
新
な
る
庭
園
都
市
及
ひ
古
都
市
の
新
な
る
庭
園
郊
外

の
建
設
せ
ら
る

、

も

の
年

々
増
加
し
た
り
例

へ
は

目
く
Φ暑
。
包

帯
に
近
き

局
o
窪
Qq
8
膏
窪

や

霞
§

冒
魯
四
白
市

に
近
き

ud
2
曰
く
些
①

の
如
き
庭
園
都
市
及
ひ

寓
p昌
∩げ
o
・・器
き

ド
冨
①
ぢ
0
9

切
「障
o
㌍
H山
口
=
諸
市
の
庭
園
郊
外
の
如
き
は
是
な
り

是
等
の
詳
細
は

軍
器

蔚

∩
』

。
藷

が
千
九
百
+
二
年
七
月
刊
行
.
。,
R
σ匿

・
§

σ・
憲
諾

諾

に
掲
げ
な
る

..富

。

O
民

田

Ω
爵凶2

亀

岡
・
びq
野

山
..
の
な
る
論
文
及
ひ
同
氏
か
千
九
百
+
四
年
の
著
書

、.穿

。
寓
&
の
ヨ

Ω
受

》
乙

【房

中
o
露
o
暴

-、

の
中
に
詳
な
り
英
国
以
外

の
庭
園
絹
布
に
就
て
も
前
掲
雑
誌
及
書
籍
に
記
述
せ
ら
れ
其
他
諸
外
國

の

都
市
に
關
ず
る
著
作
は
近
年
頗

る
其
敷
を
増
加
し
挺
り
ご
難
是
等
を
渉
猟
レ
て
鰍
米

の
各
庭

園
都
市
を
比
較
論
評

す
る
は
本
論
交

の
目
的
及
ひ
範
園
に
非
す
余
は
我
國
の
古
を
致

へ
今
を
顧
み
て
更
に
將
來
を
推
す
に
我
國
の
都
會

は
曾
て
花

の
都
な
り
し
を
今
は
個
人
自
由
主
義

の
風
に
吹
か
れ
私
有
財
産
制
の
雨
に
打
だ
れ
工
業
革
命

の
姻
に
歴

.

さ
れ
て
塵
埃
濃
泥
の
巷

ぜ
な
れ
り
之
を
今
日
の
儘
に
放
任
せ
ん
か
我
國
都
會
は
終
に
腐
敢
醜
悪
の
修
羅
場

ご
化
す

ロ

る
な
ら
む
暴
れ
余
か
本
論
に
於
て
厭
洲
庭
園
都
市

の
例
を
引
き
我
国
花

の
都

の
奮
を
偲
ひ
つ
、
我
国

の
地
理
民
情

庭
園
都
市
に
就
て

第
九
巻

(第
.一
號

一
九
〕
.

一
九

卜

・

、

..一.一.

11



庭
園
都
市
に
就
て

、

第
九
巻

(第
一
號

二
〇
)

二
〇

風
俗

に
恰

通

な

る
偕
楽
的
庭

園
都
市
及

ひ
庭

園
郊
外

の
建
設

の
急

務
な

る
を
絶

叫

せ
ん
と
欲

す

る
所

以
な
り

9

余
曾
て
大
阪
の
近
郊
濱
寺
公
園
に
遊
ふ
園
内
に

】
碑
あ
り
大
久
保
甲
東
武
の
句
を
刻
す
曰
く

昔
に
き
く
高
師
の
濱
の
は
ま
松
も
世

の
仇
浪
は
の
か
れ
さ
り
け
り

嗚
呼
何
等

の
警
句
そ
や
甲
束
氏
明
治
の
初
年
に
於
て
敷
十
年
後
に
於
け
る
都
會
及

ひ
郊
外

の
俗
悪
化
を
豫
見
す
る

こ
と
斯

の
如
し
止
句
登
濁
り
高
師

の
濱

の
松

の
み
に
就
て
吉
ふ
も

の
な
ら
む
や

(完
結
)

」

・

吻


